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火星生命探査機器群提案
Equipments for life search exploration on Mars
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近年の探査により、火星表層には、かつて大量の液体の水が存在していたこと、温暖湿潤な気候がある程度長期間保
たれていたこと、そして火星は強い磁場を保持していたことが明らかにされた。これらを端的にまとめると、生命が生
まれた頃の地球と極めて類似した環境を火星が持ち合わせていたという事に他ならない。こうした理由から、我々地球
生命がどこから来て、どのような位置づけを持つかという究極的な問いに答えるために、火星は最も重要な研究対象で
あるといえる。
火星におけるメタンの発見と、地球におけるメタン酸化鉄還元細菌の発見（Bealら 2009）から、我々は火星表面にお

いて現在もまだメタン酸化鉄還元細菌（化学合成微生物の一種）が生存しうるのではないかと推定するに至った。この菌
はメタンを生成するメタン菌とは全く別の菌であり、表層付近で生育する可能性がある。火星の様々な環境は生命が十
分に生存可能な環境である。また、紫外線は様々な物質によって吸収されるので、薄い火星土壌に覆われるだけで、火
星表面も十分生育可能な環境となる。従って、メタンと酸化鉄のような酸化型物質の両者がある場所であれば、数セン
チメートル程度の深さでも微生物は生存している可能性がある。こうした状況から、我々は火星地下深部を掘削する必
要が無いという点を世界で初めて指摘するとともに、火星において生命を直接探査することを、現在の技術レベルでも
十分に実現可能な手法を用いて、世界に先駆けて提案することとした。なお計画の特性から、火星表面における有機物
や地質探査も同時に行うことができると考えている。
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